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これらの結 果を用いると ､亀 裂面で のス トレス の Fourier変換は
∑c(k,y-0)- ∑co.827r6(k)+
i:y(k,y-0)- ∑Sg2打6(k)+
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のように求めるこ とが出来る.これよ り直ちに､ 亀 裂線上(I-o)での これ らのストレスの
比は
∑cc(x,y-0)-∑cx,C
≡,,(I,y-0)-∑翌
[-(i)･(普-1)p,2]馨.pt
ト(普-1)+(i)0,2]馨-βt
Ft;1+fC2+1
2FC(a-1)V2 (V<i:i)
のように求められる｡
これは､〟-Oで1となる単調増大関数で､Rayleigh速度で発散する｡亀裂先端付近では､
∑y,は限界ストレス程度の大きさになっているので∑∞は無視できるから､これは∑cc>∑y
となっていることを示している｡
この結果はV>Oで直線亀裂がいつも不安定であることを強く示唆する.
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